シェリー原産地呼称統制委員会、マンサニーリャ＝サンルーカル・デ・バラメダ原産地呼称統制委員会、シェリー・ビネガー原産地呼称統制委員会は、2026年11月2日（月）から8日（日）までの7日間、日本を含む世界各国で「インターナショナル・シェリー・ウィーク2026」を開催します。
今年で13回目を迎えるインターナショナル・シェリー・ウィークは、スペイン・アンダルシア州ヘレスを中心とする生産地域で造られるシェリーの魅力を世界各地から発信する国際的なイベントです。
期間中は、レストラン、バー、ワインバー、ホテル、酒販店、オンラインショップなどで、シェリーと料理のペアリング、テイスティング、特別メニュー、セミナー、販売キャンペーンなど、さまざまな企画が行われます。
公式ウェブサイト（日本語） https://www.sherry.wine/jp/sherryweek
■ 世界で35,000以上のイベント、約100万人が参加
2014年のスタート以来、インターナショナル・シェリー・ウィークでは世界各地で35,000以上のイベントが開催され、ワイン愛好家から飲食・酒類業界のプロフェッショナルまで、約100万人が参加してきました。
2025年には世界27か国で過去最多となる4,209のイベントが登録され、前年から38％増加しました。
■ SNSでも世界規模に拡大
インターナショナル・シェリー・ウィークの広がりは、世界各地で実際に開催されるイベントだけにとどまりません。
2024年のキャンペーンでは、公式ハッシュタグ「#SherryWeek」を通じた発信が世界850万人にリーチし、31,600件のインタラクション（いいね、コメント、シェア、保存など）を記録しました。
2025年にも「#SherryWeek」は世界620万人にリーチし、20,000件を超えるインタラクションを記録しています。
世界各地で行われるリアルイベントとSNSでの情報発信を組み合わせることで、国や地域を越えてシェリーの魅力を共有する国際的なキャンペーンへと成長しています。
■ 世界のワイン・酒類業界からも評価
インターナショナル・シェリー・ウィークは、そのプロモーション活動について国際的なワイン・酒類業界からも評価されています。
2020年には、The Drinks Businessの「Best Social Media Campaign」、International Wine Challenge Spainの「Best Social Media Campaign」、Drinks Internationalの「Best Digital & Social Media Campaign」を受賞しました。
Drinks Internationalによる同賞の受賞は2015年に続く2度目となり、その後も国際的な酒類・ワイン業界のアワードで評価されています。
■ 日本でも各地でシェリーを楽しむ7日間
日本でも毎年、レストラン、バー、ワインバー、酒販店、インポーターなどがインターナショナル・シェリー・ウィークに参加しています。
2026年も全国各地で、シェリーをテーマにしたペアリング、テイスティング、特別メニュー、セミナー、販売キャンペーンなどが予定されています。
その一つとして、新潟県十日町市の松之山温泉では、インターナショナル・シェリー・ウィーク最終日の11月8日（日）に「松之山温泉ガストロノミーディ シェリーウィーク＆プレミアダイニング2026」が開催されます。
松之山温泉とスペインを結ぶきっかけとなったのは、「大地の芸術祭」の作品として設置された、スペイン・オズボーン社のシンボルである黒い雄牛「ブラックシンボル」。この縁から、松之山温泉とシェリーとの交流が続いています。
当日は、ひなの宿ちとせ内「里わダイニング」で、NISEKO TAKAZAWAの高澤義明シェフ、西麻布Ma Cuisineの池尻綾介シェフ、ひなの宿ちとせの柳政道シェフらによる松之山ダイニングチームが、地元食材を使ったスペイン風バルコース料理を提供。ドライからスイートまで4種類のオズボーン社のシェリーとのペアリングを楽しむプレミアダイニングが行われます。
その後は松之山温泉街に場所を移し、参加店舗を巡りながら日本酒と各店の料理を楽しむ「温泉街バル・食べ歩き」が開催されます。
スペインのシェリーと日本の温泉地の食文化を結びつけた、地域ならではのインターナショナル・シェリー・ウィークのイベントです。
日本各地の参加イベントは公式ウェブサイトで紹介され、開催まで随時追加されます。
■ 辛口から極甘口まで ― 料理と楽しめるシェリーの多彩な世界
シェリーには、フィノ（Fino）、マンサニーリャ（Manzanilla）、アモンティリャード（Amontillado）、オロロソ（Oloroso）、ペドロ・ヒメネス（Pedro Ximénez）など、辛口から極甘口まで幅広いスタイルがあります。
魚介料理や生ハム、チーズ、肉料理はもちろん、和食やスイーツなど、さまざまな料理と合わせることができます。
インターナショナル・シェリー・ウィークは、シェリー愛好家だけでなく、これまでシェリーに馴染みのなかった人にも、その多様性や食との組み合わせを体験してもらう機会となります。
■ 飲食店・酒販店などの参加も受付中
レストラン、バー、ワインバー、ホテル、酒販店、インポーターなどによるイベント登録も受け付けています。
シェリーをテーマにした特別メニュー、ペアリング、テイスティング、セミナー、店頭・オンラインでの販売キャンペーンなどを登録でき、登録イベントはインターナショナル・シェリー・ウィーク公式サイトで紹介されます。
登録した参加者には、テイスティングマット、ペアリングガイド、ポスターなど、イベントやプロモーションに活用できる公式マーケティング素材も用意されています。
【開催概要】
名称：インターナショナル・シェリー・ウィーク2026
開催期間：2026年11月2日（月）～11月8日（日）
開催地域：日本を含む世界各国
内容：シェリーをテーマとしたペアリング、テイスティング、特別メニュー、セミナー、販売キャンペーンなど
公式ハッシュタグ：#SherryWeek
公式ウェブサイト： https://www.sherry.wine/jp/sherryweek
主催： シェリー原産地呼称統制委員会 マンサニーリャ＝サンルーカル・デ・バラメダ原産地呼称統制委員会 シェリー・ビネガー原産地呼称統制委員会
【本件に関するお問い合わせ先】
インターナショナル・シェリー・ウィーク 日本担当 木村 友胡（きむら ともこ） E-mail：info@sherrywinelove.com
【インターナショナル・シェリー・ウィーク本部】
E-mail：sherryweek@sherry.org Website：sherry.wine/sherryweek Facebook：facebook.com/sherrywinesjerez Instagram：@sherrywinesjerez X：@sherrywine 公式ハッシュタグ：#SherryWeek
